
JP 2006-183876 A5 2008.1.24

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ５ 部 門 第 ３ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 20年 1月 24日 (2008.1.24)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2006-183876(P2006-183876A)
【 公 開 日 】 平 成 18年 7月 13日 (2006.7.13)
【 年 通 号 数 】 公 開 ・ 登 録 公 報 2006-027
【 出 願 番 号 】 特 願 2004-374452(P2004-374452)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ｆ ２ ５ ＣＦ ２ ５ ＣＦ ２ ５ ＣＦ ２ ５ ＣＦ ２ ５ ＣＦ ２ ５ ＣＦ ２ ５ ＣＦ ２ ５ Ｃ    1/04     (2006.01)   1/04     (2006.01)   1/04     (2006.01)   1/04     (2006.01)   1/04     (2006.01)   1/04     (2006.01)   1/04     (2006.01)   1/04     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｆ ２ ５ Ｃ    1/04    ３ ０ １ Ｂ
   Ｆ ２ ５ Ｃ    1/04    ３ ０ １ Ｚ
　
【 手 続 補 正 書 】
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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 一 方 に 開 口 す る 多 数 の 製 氷 小 室 (21)を 有 す る 製 氷 室 (16)と 、 こ の 製 氷 室 (16)に お け る 製
氷 小 室 (21)の 開 口 側 に 対 向 し て 傾 動 可 能 に 枢 支 し た 水 皿 (24)と 記 水 皿 (24)に 連 繋 さ れ
た ア ク チ ュ エ ー タ モ ー タ (AM)と か ら な り 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ モ ー タ (AM)を 正 逆 方 向 に 回
転 す る こ と で 、 前 記 水 皿 (24)を 製 氷 小 室 (21)の 閉 成 位 置 お よ び 開 放 位 置 の 間 で 傾 動 さ せ る
よ う に し た 自 動 製 氷 機 に お い て 、
　

　 被 検 知 物 (52)を 非 接 触 で 検 知 す る 検 知 手 段 (56A,56B)
　 前 記 被 検 知 物 (52)ま た は 検 知 手 段 (56A,56B)の 何 れ か 一 方 の 配 設 数 を １ つ に 設 定 す る と
共 に 、 他 方 を 前 記 (48a)の 回 転 方 向 に 所 定 角 度 だ け 離 間 し て 複 数 配 置 し 、
　 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ モ ー タ (AM)の 回 転 時 に 、 前 記 検 知 手 段 (56A,56B)が 被 検 知 物 (52)を
検 知 す る と 該 ア ク チ ュ エ ー タ モ ー タ (AM)を 停 止 す る よ う 構 成 し た
こ と を 特 徴 と す る 自 動 製 氷 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 (48a)に 被 検 知 物 と し て の 永 久 磁 石 (52)が 配 設 さ れ る と 共 に 、 該 永 久 磁 石 (52
)を 検 知 す る 検 知 手 段 と し て の 磁 気 セ ン サ (56A,56B)が 所 定 角 度 で 離 間 し て ２ つ 配 置 さ れ 、
一 方 の 磁 気 セ ン サ (56A)が 永 久 磁 石 (52)を 検 知 し て ア ク チ ュ エ ー タ モ ー タ (AM)が 停 止 さ れ
る こ と で 水 皿 (24)が 閉 成 位 置 で 停 止 さ れ 、 他 方 の 磁 気 セ ン サ (56B)が 永 久 磁 石 (52)を 検 知
し て ア ク チ ュ エ ー タ モ ー タ (AM)が 停 止 さ れ る こ と で 水 皿 (24)が 開 放 位 置 で 停 止 さ れ る よ う
構 成 し た 請 求 項 １ 記 載 の 自 動 製 氷 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】

、 前

前 記 ア ク チ ュ エ ー タ モ ー タ (AM)の 回 転 に 伴 っ て 回 動 す る 回 転 体 (48a)に 配 設 さ れ た 被 検
知 物 (52)と 、

前 記 と を 備 え 、

回 転 体

回 転 体

前 記 水 皿 (24)と ア ク チ ュ エ ー タ モ ー タ (AM)と を 連 繋 す る 減 速 機 構 (48)を 覆 う カ バ ー (46)
に 配 設 さ れ て 、 前 記 回 転 体 (48a)の 被 検 知 物 (52)が 配 設 さ れ る 端 面 に 対 向 す る 前 記 基 板 (54
)に 、 前 記 水 皿 (24)に お け る 閉 成 位 置 と 開 放 位 置 と の 間 の 傾 動 角 度 に 応 じ た 角 度 で 離 間 す
る ２ つ の 検 知 手 段 (56A,56B)が 、 被 検 知 物 (52)の 回 動 軌 跡 に 対 向 す る 位 置 に 配 置 さ れ る 請
求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 自 動 製 氷 機 。



【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 課 題 を 克 服 し 、 所 期 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 自 動 製 氷 機 は 、
　 一 方 に 開 口 す る 多 数 の 製 氷 小 室 を 有 す る 製 氷 室 と 、 こ の 製 氷 室 に お け る 製 氷 小 室 の 開 口
側 に 対 向 し て 傾 動 可 能 に 枢 支 し た 水 皿 と 記 水 皿 に 連 繋 さ れ た ア ク チ ュ エ ー タ モ ー タ と
か ら な り 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ モ ー タ を 正 逆 方 向 に 回 転 す る こ と で 、 前 記 水 皿 を 製 氷 小 室
の 閉 成 位 置 お よ び 開 放 位 置 の 間 で 傾 動 さ せ る よ う に し た 自 動 製 氷 機 に お い て 、
　
　 被 検 知 物 を 非 接 触 で 検 知 す る 検 知 手 段
　 前 記 被 検 知 物 ま た は 検 知 手 段 の 何 れ か 一 方 の 配 設 数 を １ つ に 設 定 す る と 共 に 、 他 方 を 前
記 の 回 転 方 向 に 所 定 角 度 だ け 離 間 し て 複 数 配 置 し 、
　 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ モ ー タ の 回 転 時 に 、 前 記 検 知 手 段 が 被 検 知 物 を 検 知 す る と 該 ア ク チ
ュ エ ー タ モ ー タ を 停 止 す る よ う 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ ６  製 氷 室 ， ２ １  製 氷 小 室 ， ２ ４  水 皿 ， ４ ６  ギ ヤ カ バ ー (カ バ ー )
　 ４ ８  減 速 機 構 ， ４ ８ ａ  最 終 歯 車 (所 定 の 歯 車 )， ５ ２  永 久 磁 石 (被 検 知 物 )
　 ， ５ ６ Ａ  第 １ 磁 気 セ ン サ (検 知 手 段 ,一 方 の 磁 気 セ ン サ )
　 ５ ６ Ｂ  第 ２ 磁 気 セ ン サ (検 知 手 段 ,一 方 の 磁 気 セ ン サ )
　 Ａ Ｍ  ア ク チ ュ エ ー タ モ ー タ
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、 前

前 記 ア ク チ ュ エ ー タ モ ー タ の 回 転 に 伴 っ て 回 動 す る 回 転 体 に 配 設 さ れ た 被 検 知 物 と 、
前 記 と を 備 え 、

回 転 体

５ ４  基 板
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